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【症　例】前歯部反対咬合を伴 う叢生

【初診時年齢,性 別】21歳9か 月,女 性

【主　訴】歯並びが気になる。

【診断名】前歯部反対咬合を伴 う叢生

【所　見】顔貌所見よ り非対称 は認めない。頭部

X線 規格写真所見より骨格系はSkeletal　 Iを 呈 し,

上下顎骨の前後的・垂直的な位置関係 に異常は認

められない。歯系では下顎中切歯の唇側傾斜,上

顎中切歯の低位が認められオーバーバイ ト,オ ー

バ ージェ ッ トは小 さい値 を示 した。軟組織 では

E-lineよ り下唇の顕著な突出を認めた。上顎歯列

の正中線 は顔面正 中に対 し右側へ1.0mm偏 位 し

ていた。模型所見では上顎に－6.0mmの デ ィスク

レパ ンシーを認め,全 顎的に歯冠幅径は小 さい。

また,叢 生および前歯部反対咬合 を呈 し,大 臼歯

関係は左側Angle　Class　I,右 側Angle　ClassⅡ で

あった。機能所見では,舌 突出癖および低位舌を

認める。

【治療方針】1.上 下顎左右側第一小臼歯抜去に

よるマルチブラケット法MFT併 用 　 2.保 定

【治療結果】上下中切歯歯軸はやや舌側傾斜 を示

したが,良 好なオーバ ージェッ ト,オ ーバーバイ

トが得 られ,下 唇は後退 した。垂直的には僅かに

下顎下縁平面の開大 を認めた。大臼歯関係はI級

関係 を達成 した。動的治療期 間は3年1か 月で

あった。

【考　察】本症例 は上顎中切歯の低位,下 顎中切

歯の唇側傾斜および舌の機能異常による前歯部反

対咬合であったため,抜 歯法 と舌挙上訓練等の筋



機能療法を併用することにより,治 療後,歯 軸,

舌位 は改善 し,良 好な軟組織変化 を得ることがで

きた。 しか し,前 歯 リ トラクシ ョン時のヘ ビー

フォースや トルクコン トロール不足 により,上 下

顎中切歯が舌側傾斜 し,そ の結果 としてオーバー

バ イ トと上顎中切歯の垂直的位置が傾斜により改

善 されたことは反省点である。 また,下 顎下縁平

面を開大 させることなく反対咬合 を改善 させるた

めに,上 顎大臼歯の垂直的な固定装置 として トラ

ンスパ ラタルアーチを装着す ることや,最 終的な

オーバーバイ トコン トロールに垂直ゴムを併用す

る計画 も検討すべ きであったと考える。


